
労働基準監督署の調査の実施について 

労働基準監督署では、毎年、年間の監督計画に基づき、任意に事業所を選定して定期監督を行っていま

す。今回は、労働基準監督署調査の主な重点項目を取り上げます。 

 
 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調査時に求められる書類 
 

・ 調査票（事前に届く） 

・ タイムカード等労働時間が確認できる書類 

・ 各月各人ごとの時間外・休日労働時間の一覧 

 （直近 1 年分） 

・ 賃金台帳 

・ 就業規則（賃金等の別規程を含む） 

・ 年次有給休暇管理簿 

・ 時間外労働・休日労働に関する協定届（控） 

・ 変形労働制を採用している場合その関係書類 

・ 労働条件通知書 

・ 労働者名簿 

・ 健康診断個人票 

★年次有給休暇が、10 日以上付与される労働者について、

年 5 日以上取得させなければなりません。 

（正社員だけではなく、パート等の非正規社員についても

同様です） 

 

★年次有給休暇管理簿（労働者ごとに時季、日数、基準日を

管理している書類）を作成し、3 年間保存しなければな

りません。 

② 時間外・休日労働に関する協定届について 
【36 協定】 

★始業・終業時刻が適正に記録されている書類等により、労働時間を把握し管理しなければいけません。 

（労働時間数、休日労働時間数、時間外労働時間数、深夜労働時間数） 

 

★時間外・休日労働時間については、36 協定で結んだ時間を超えて、行わせることはできません。 

 
 

 

 

特別条項の時間は、通常予見することのできない業務量の大幅な増加等の場合に限ります。 

例えば、災害、システム障害、新型コロナウイルスの影響による業務量の大幅な増加等です。恒常的な理由は 

認められません。調査の際に 1 ケ月 45 時間を超えて残業を行っている実績がある場合、1 ケ月 45 時間・1 

年 360 時間以内とするよう具体的方策を検討し、その改善結果の報告が求められます。 

★時間外・休日労働を行わせる為には、労働者代表・労働組

合と 36 協定を締結し、労働基準監督署に届出をしなけ

ればなりません。 

③ 時間外労働の実績について 
 

《筆者：黒澤》 

先日、厚生労働省 HP にて、令和 2 年度 11 月に実施された「過重労働解消キャンペーン」の重点監督の実

施結果が公表されました。9,120 の事業所で実施され、6,553 の事業所で労働基準関係法令違反が認められ

ました。さらにその中で最も多かった違反事項は、労働時間です。 

主な違反事項は、「36 協定なく時間外を行わせている」「36 協定が無効又は、36 協定で定める限度時間を

超えて時間外労働を行わせている」「時間外労働の上限規制」です。 

調査の際は、主に一番多く時間外労働を行っている労働者について確認します。時間外労働時間数・休日労

働時間数を把握し、36 協定で定める限度を超えることがないよう、毎月の管理が必要です。 

 

① 年次有給休暇について 

36 協定例 
【1 年単位の変形労働

時間制以外の場合】 

延長できる時間（1 日） 5 時間   （1 ケ月）45 時間  （1 年）360 時間 

特別条項（1 日）１５時間   （1 ケ月）80 時間  （1 年）720 時間 

●労働保険料等の申告納付は、7 月 12 日（月）までです。忘れずに納付をお願い致します。 

●算定基礎届 ４・５・６月に支払われた給与額で、健康保険・厚生年金保険の標準報酬月額の見直し（算定

基礎届）を行います。出勤簿（時給者・日給者）・賃金台帳の確認が必要になりますのでご協力をお願い致し

ます。 

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため職員の訪問を控え、郵送などで対応させていただいております。 

刈込湖 切込湖 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 
 

 

 

わたしのひとこと 

梅雨の合間を見て奥日光・光徳から切込湖、刈込湖を往復してきました。毎年

2～3 回は歩いているコースです。往復で約 6 時間歩いてきました。 

自然の中を行きかう人もなく歩いていると心が洗われる思いがしてきます。

光徳でのクリンソウが本当にきれいでした。 


